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引き続き検討する

その他

　現在、本町では各地区公民館や各児童館で多世代交流の事業を既に実施しております。ご提案いただいた「介護施設・ジム・保育所」
の複合化施設については、目的や年代が異なる利用者が一つの場所に集まることで、多様な交流が生まれ、コミュニケーション能力の向
上や異なる年代の相談相手ができることによって、虐待の発生を抑える効果もあると考えております。現在のところ、介護施設やジム、保
育所の整備計画はありませんが、今後何らかの施設整備計画を検討する際には、ご提案の複合化がもたらすメリットを十分に考慮しな
がら検討を進めてまいります。
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電話番号
健康福祉課　　0857-73-1322
子ども未来課　0857-73-1424
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都会在住時ジムに行っていて思ったことが、若年層は毎日筋トレにきており本気で身体を鍛えている人も多い。職場にジムがあれば移動時間もいらないしと考えておりま
した。そこで、世代を超えたニーズを結ぶのはどうかと考えます。介護施設・ジム・保育園を一か所に集約し、３世代交流「高齢者×若者×子供」パークを作る。世代間で
分けてしまいがちだが、世代で施設や交流を分け隔てしすぎず、同じ目的地にある施設を作り、施設間を結ぶパークを中央に配置し、互いの過ごす空間を互いが見える
ようにするなどして各施設間利用者の交流を促進させる。子供におじいちゃん・おばあちゃんの交流は、相互にとってメンタルヘルス的にメリットであり、昨今多い虐待な
ども起こり得ず、若者も薄れがちな人同士のコミュニケーションが生み出され、地域に根ざす可能性を見出していく。
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多世代交流　高齢者×
若者×子供　3世代交流
の新たな形
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主管課 健康福祉課 ・ 子ども未来課

「協働のまちづくり予算」
事業提案 意見・案等検討結果説明シート

整理番号 2

更新日時 令和8年3月11日


